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症例報告 ：24時間食事 日記で 生活時間改善の 必要が

認め られた神経性大食症患者の 1例
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　症例は32歳女性．1999年 2月初診．既往歴 として ，鬱，神経性無食欲症，逆流性食道炎．過剰な食事摂

取と自己 誘発性嘔吐を繰 り返 して い る．2004年 2 刀に おけ る身体計測および 生 化学検査は身長 157．5cm，

体重 56．4kg，標準体 重54．6kg，　BMI 　22．7kg〆m1 ，体脂肪率25．7％，肥満度 3．3％，　TP　7．2gfdl，　Alb　5．Om拶dl，

ア ミラ
ーゼ 1611U！l，　T・cho 　260mg〆dl，　TG 　107mg ！dl，　HDL −cho 　69mg 〆dl，　LDL −cho 　170mg ！dl，　HbA ユし

4．6％

で あ っ た．ア メ リカ精神医学会に よる DSM −IV に従 っ て 診断を行っ た結果 ， 排出型 の 神経性大食症

（BN ） と診断 され た．患者 の 1 目の 食行動 お よび食事摂取量を把握す る た め に ， 24時開食事凵記を

記録 させた とこ ろ ， 過食行動が 23時以降に多 く認 められた．そ の 際 の 嘔吐率は約 74％ で ，BN の 特

徴 で あ る ， 深 夜 過 食 と 自己 誘 発 性嘔 吐 が 観察さ れ た ．過食時 の 最 高摂取 エ ネ ル ギ
ー

は約 8
，
200kcal

で あ っ た．以上 の 結 果を もと行動変容の た め の 栄養カ ウン セ リン グお よ び生活指導を月 1回 の 頻度

で 行っ た． 5 月 の ア セ ス メ ン トで は，ア ミ ラ
ーゼ 1261UA ，　 T−cho 　212mg ！dl，　 TG 　41mg 〆dl，　 HDL −cho

71m躍dl，　LDL −cho 　133mgtdlと脂質代謝 とア ミラ ーゼ が改善し ， 嘔 吐 回数 の 減少 の 傾 向が 認 め られた、

し か し， 6 月 に は，過食，深夜摂取，嘔 吐 の 回数が増加 し，ア ミ ラ
ー

ゼ が 1701UA と 再 び 上 昇 した．

本症例は 深夜の過食と嘔吐回数の 減少に よ り
一

時的なア ミラ
ーゼ 値 の 改善が 見られた こ とか ら，深

夜嘔吐が ア ミラ
ー

ゼ値 の 動態 に 影響 して い る こ とが推察 された．以上 の こ とか ら，深夜過食 と嘔吐

回数などの 食行動 の 把握が，24時間食事 目記 に よっ て 明 らか とな り BN に 対す る栄養カウ ン セ リン

グお よび生活指導を行う上 で 有用 で あ る こ とが 示唆され た．

キ ーワー
ド ：神経性大食症，食事 口

’E，自己誘発性嘔吐，過食

　　　　　　Bulimia　Nervosa，　Diet　Diary，　Self−induced　Emesis，
　Overeating

緒言

　近年 ， 摂食障害患者の 増加 は ， 社会 的に非常 に 大き

な 問題 とな っ て い る．1998年 の 全国 の 疫学調査 に よれ

ば，神経性無食欲症 （Anorexia　Nervosa以 下 AN と 略記）

5，417人 ， 神経性大食症 （Bulimia・Nervosa以 ドBN と

略記）3，201入，特定不能の 摂食障害 〔Eating　disorder

not 　otherwise 　specified 以下 ED −NOS と略記）1，887人

で ， 最近 の 5 年間で は AN 　4 倍，　 BN4 ．7倍 も増加 し て

い る．推 定 患 者数 は，ANI2
，
500人，　 BN6 ，500人 ，

　 ED −

NOS 　4，200人 で あ っ た
u
．患 者の 増加に伴 い ，か つ て

’）
名古屋文理 大学　健康生 活学部 　健康栄養 学科，

＊ S
名古屋文理短期大学　食物栄養学科．
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は 稀 な病気 で あ り ， 特定 の 機 関で 治療 され て い た が ，

今や 口常診療 に お い て遭遇す る疾患 とな っ て い る
L”
．

今回，われわれ は ， ク リニ ッ クに おける，BN 患者 の

異常な食行動 に 対 し，患者が正 しく認知 し， 望ま しい

食行動へ と変容で きる よ うに支援す る方法 の つ と し

て 24時間食事 日記を用 い
， そ の 有用性 の 検討を行 っ た

の で 報告す る．

る こ と，短期目標は ， 嘔 ll｛：回数 を 2 〜 3 回 〆週 に 減 ら

す こ とをア ウ トカ ム とし た．栄養ケア
ープ ラ ン の 初 期

計画にお い て ，栄養診断計画は ，
24時間食事 口記お よ

び自己誘発性嘔吐状況 を毎日記録 させ る．栄養治療計

画は，栄養 バ ラン ス の よい 食事を規則正 し く摂取 させ

る．栄養教育計画 は，月 1 回 栄養 カ ウン セ リン グを実

施する と した．

症例お よび介入 方法

【症例】

患者 ； 32歳，女性，

主訴 ：上部消化管不定愁訴

家族歴 ： 母 ： 高巾旺

既往歴 ：鬱，AN ，逆 流性食道 炎 ，

現病歴 ： 7 年ぐらい 前 に ダイ エ ッ トを始め，半年ぐら

い の 開に 60kg あ っ た 体 重 が 53kg （肥満度
一2．5°

／e ） と

な っ た．そ の 後 ， 鬱とな り食欲不振が続き ，
2 〜3 ヶ

月 の 間 に 7 〜 8kg 体重が減少 し，最低体重は46kg （肥

満度
一15．4％）とな っ た．それ が 戻 り始め た こ ろ か ら，

職場で の 仕事や入間関係 の ス トレ ス か ら仕事が終わ る

とケ
ーキ を買い に行き，．．・

度 に 4 〜 5個食べ て は 吐 く

と い う行 為を繰 り返す ように な っ た ．現在も深夜に 過

食 と嘔吐 を繰 り返 し， 体重 コ ン トロ ール の ために，エ

ア ロ ビ ク ス ， ジャ ズ ダ ン ス の レ ッ ス ン を 4 〜 6H ！週

行 っ て い る．本院 には 1999年 2 月 より， 上部消化管不

定愁訴 が あ っ たた め 内科的治療 を希望 して 受診 した．

摂食障害の 疑 い が あるため，ア メ リカ 精神医学会によ

る DSM −IV （Diagnostic　and 　Statistical　Manual　of　Mental

Disorders−IV）
：）

に し た が っ て 診断 を行 っ た結果，排

出型 の 神経性大食症 と診断 された．

結果

【栄養カウ ン セ リ ン グ】

　栄養カウン セ リン グの 経過を表 2 に示す．栄養カ ウン セ

リン グの 経過記録 は ， POS （Problem　Oriented　System ）

に よ り， SOAP 　（Subjective（，bjective　Assessment　Plan）

の 4 つ の 要素 に わけて 記載 した．

【身体計測】

　身体計測 の 経過表を表 3 に 示す．半年闇 の 経過を診る

と，体重 は 58．4〜56．2kg，　 BMI は23．7’v22 ．3kgXmL
’
，肥

満度 は7、6− 1．3％，体脂肪は 27．0〜25．1％の 若下 の 変化

を認めた が，特に，問題は 認め られなか っ た．

【臨床検査】

　臨床検査 の 経過表を表 4 に 示 す．2004年 2 丿］の 検査

に お い て 血 中ア ミ ラ
ー

ゼ は 1611UA，総 コ レ ス テ ロ ー

ル は 260mg！dl，　 LDL コ レ ス テ ロ ール は 170m 疹dl と高

値を認 め た． 5月 の 検査 に お い て 2 月 の 検査 で 高値を

認め た血 中ア ミ ラ
ーゼ は 1261UA，総 コ レ ス テ ロ

ー
ル

は212mg〆dl，　 LDL コ レ ス テ ロ
ー

ル は 133mg！dlと改善

が 認 め られ た．しか し，6 月 の 検査 に お い て 血 中ア ミ

ラ
ー

ゼ は 1611UAと再び上昇 した．

【栄養ア セ ス メ ン トと栄養ケ ァ 計画】

　栄養ア セ ス メ ン トを表 1 に 示す．栄養面接 ， 身体計

測，臨床検査，食生活調査よ り，本症例 の 栄養状態，

食生活，食行動 ， 活動 ， 運動， 家庭お よび社会 との 役

割 ・関係，認知 ， 価値観 ， ス トレ ス 状態な ど の 面 か ら

客観的 に 評価 した，こ の 栄養 ア セ ス メ ン トの 結果か ら，

  過食一自己誘発性嘔吐 の繰 り返 し　  主食
・
主菜 ・

副菜 の 食事形態 の 日 が 少ない こ とに 起因す る栄養 バ ラ

ン ス の 不良　  食事摂取時間の 不規則 の 3 つ の 問題点

が明確化 された．こ の 問題点に対する 栄養ケ ア の 最終

ゴ ー
ル は ， 過食一

嘔吐 の 悪循環を断 ち，規 則 正 しい 食

事 の 摂取 をめざす こ とに し た．長期目標は，菓子類 の

摂取を減 ら し，三 食バ ラ ン ス の とれた食事摂取 が で き

【24時間食事日記 】

　24時間食事 日記 の 経過 の
一

部を図 1 に 示す．こ の 8

口間 か ら患者の食行動を検討す ると，  自己誘発性嘔

吐 の 発生割 合が50％　  不規則な食事摂取時間　  21

時 ご ろか ら深夜に か け て 過食　  菓子類 の 過剰摂取 な

どを認め た．こ の よ う に，24時間食事 日記は，自己誘

発性嘔吐 の 頻度，食事摂取時間，食事摂取量 と そ の 内

容な どが経時的に視覚的 に 示 された．

【栄 養摂取量と自己誘発性嘔吐 との 関係】

自己 誘 発性 嘔 吐 の 有無に おける栄養摂取量

　自己 誘発性嘔吐 の 有無 に おけ る 栄養摂取 量 と の 関

係を図 2 に 示 す．自己誘発性嘔吐 の 有無における摂取
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剰 身ll報 告 、24時間食事 日記 て 生活時 間改 ：Y：の 必 要が 認 め られ た神 経 性大食疥患 者 の 1 例

表 1　 栄養ア セス メ ン ト

一　
 』
　　　

嚇
　ii饗i…… 瀰 鑼 i野：睾灘 糊 驫 ∴覊　懈 　 越 　 ．　 ∵ 　欝 ・

身体 計測

身長 ユ57．5cm ，体重 56．4kg，標準体重 （IBW ）54．6kg，　 BMI 　22．7kg〆  ，体脂 肪 率 25．7％，標

準体 重比 （％ IBW ）103％，（イ ン ピーダ ン ス 法 よ り） 脂肪 鼠 14．5kg， 除 脂肪量 419kg で ， 特

に 問題 は 認 め られ なか っ た．

生 化学検査

総 ビ リル ビ ン 1．OmgU ，　 TP 　72g〆dl，　Alb　5．Omg ’dl，　 A！G 比 2．3，　 AST　241U乃，
　 ALT　241U几，

　 ALP
1481U 〆L　 LD 　1951U4 ，　 γGTP 　14UA． ア ミ ラ

ーゼ 1611U几 Tcho 　260mg 〆dl，　 TG 　IO7mg！d1，
HDL −chQ 　69m ぼdl，　 LDL −ch 〔， 170mg！d1，　 HbA1

。
4．6％ で ，脂 質 代 謝 の 異 常 と過 食 ・嘔 凵1に よ る

ア ミラ
ー

ゼ 高値 を認 めた．栄 養 障 害は 特 に認 め られ な か っ た。

寫 　 ．．∬　
…

　 ざ 繋 聯 ， ゴ：：
F
；；繋豢：・鑼 懸1…、；覊 ii・∫：1纛・

…｛
・
＿ 、， 聯

一
∵ 　

驚

　il欝
石

…
・
…耋

身 体 状 況 便 秘 （十 ）， 摂 食機能障害 （一〉， 食物ア レ ル ギ
ー

（十　鯖），

食事パ ター
ン

食事 時 間 が 3 食 ともバ ラ バ ラ．主 食 ・主 菜 ・副 菜 の 食 事 形 態 の 日 が 少 な い ．野 菜 不 足 で あ る．
菓子 類 の 大 食 を繰 り返 して い る，

食事摂取 量 （聞 き取 り） 過 食 の 日 は3，50〔［〜5，000kcal，過 食 の な い 目は 1，500〜2，500kca1と推測 され た．

嗜好
ア ル コ

ー
ル （

一），タバ コ （
一
），主食 は パ ン が 中心，米は 嫌い なの て 食べ ない よ うに して い る．

廿 い もの （菓子 パ ン ，洋 菓子，和 菓子 な ど） ア イ ス ク リーム
， くだ もの が 大 好物 で あ る．

食 に 対す る 考 え 方

野 菜 を 食べ る よ うに して い る．肉は 鶏 肉 ま た は 豚 肉 しか 食 べ な い ．脂 は摂 らず，た ん ぱ く質

と繊維 質 を 摂る よ うに して い る．食べ た い もの は 我 慢 で きな い ．お 腹が す い て な くて も食べ

た くな る し ， 食べ る と吐 きた くなる．悩み ご とや考 え ごとが あ る と 「食べ 叶 き」 す る の で 眠

る よ うに して い る，

攤 歎 ： ：翻 、 燃 　 L嘗：1嘆 響 灘 1し ：・鑾 内li
……欒鋤 驫ill纛∴・　 ・

…驫，、
　 il　 畔

・：
囁

；…響………1
ぐ

；聯 1

食行動 パ ター
ン

深 夜 にな る と摂 食 衝 動 に か られ ， 過 食 しな い と気持 ち が納 ま らず ， 摂食後 は ， 体重増加の 恐

怖 と罪 悪 感 に さい な まれ 嘔 吐 し な い と 安 心 で き な い 状態．

行動変容段階 現 在 取 り組 ん で い るの で 実行 期 に 柑 当 す る と考 え られ る が ， 目標 に 到達で きて い な い 状態．

塗…整：： 鑞
一

飜 蝋 鰍 囁
覊 1 認 　款二 齢 ・麟

：；1
囁

1

響 … ii蘿1彗 i覊ii：；1覊 　
・ll隼

　・羸

　　　　　　　　　　　 移動 は 車 を使用．実家の 経理 を月に 2 〜3 日担当，仕事は 事務作業の た め 活動強度 は 軽に 相

生 活活動　　　　　　　当す る と考 え られ る．しか し，体 重 コ ン トロ
ー

ル の た め の ダ ン ス レ ッ ス ン 日 の 活動 強 度 は 普

　　　　　　　　　　　 通または 強に 相 当する と考 え られ る．

運動　　　　　　　　　エ ア ロ ビ ク ス，ジャ ズ ダ ン ス の レ ッ ス ン を 4 〜6 口 1週 行 っ て い る，

某 礎 代 謝量　（BEE ）　　　　Harris−Benedictよ り 1，331kcaL
宅
　　 靄 　   　　　 囃 擁 …讐il…：： li攤飜 纛孫 ：蘿…：議；；：　　 留 　

撒
・i婁 …i：…鑽 覊

家庭 内の 役割 ・関係
以前は 母 と姉 の 三 人暮 ら しで あ っ たが，母親 との トラ ブル で 症状 が 悪 化 を認 め る た め，医 師

の ア ドバ イス に よ り現 在
一

人暮 ら しを して い る．

社 会的 役割
・
関係 特記 事項な し．

謄 繋 ゴ…韈 紅
　

　
皆

、
・1…蘓 認短 雕 雛 ス 攤 鍵 欝

…：…

購 …i、簾 …・灘 ： 、，。 　
心

嚇

健康行動 へ の 考 え方 ス トレ ス
ー

過 食
一

嘔 吐 の 悪 循環 を 改 善 した い と思 っ て い る．嘔 吐 を しな い よ う に な りた い ．

ス トレ ス 状 態 人 間関係 ：仕事 （職場に は 母 ・弟大婦），食事記録

栄養素量 （平均 ± 標準誤 差）は嘔吐な しの 時 は エ ネル

ギー1，786± 67，3kcal，たん ぱ く質293± 20．8kcal （73．2

± 5．2g）， 脂質545± 43．5kcal（60．6± 4．8g）， 炭水化物 1，045

± 44．2kcal（261．3± 110g） で あ っ た．エ ネル ギ
ー

比率

は た ん ぱ く質 16．4％，脂 質 30．5％ ， 炭水 化物58．6％ で

あ っ た．嘔吐 有で は 4，148± 181．8kcal，た ん ぱ く質460

土 24．3kcal（115 ±6．1g）， 脂 質 1
，
322± 75．lkcal （146．8

± 8．3g），炭水化物 2，408± 124．4kcal（602±31．lg）で あ っ

た ．エ ネル ギ
ー

比率は た ん ぱ くval1．1°
／・ ，脂質31．8％，

炭 水化 物58．0％ で あ っ た．ま た， こ れ ま で の 最 大摂

取量は エ ネ ル ギ
ー8，234kcal， たんぱ く質138．9g，脂質

335．6g，炭 水 化 物 1164．6g で あ っ た．菓 子類 の み の エ

ネル ギ
ー

量は 最低 393kcal，最高 4
，
695kcalで あ っ た．

1 ヶ 月 に わたる摂取 エ ネ ル ギ
ー

と
’
己 誘　　・嘔 01

　 1 ヶ月 にわ た る摂取 エ ネル ギ
ー

と自己誘発性 嘔吐 の

関係を図 3 に 示す．図 に 示す よ うに 月 末や 月 初め に 過
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表 2　栄養 カウ ン セ リン グ経過表

年 月 日
＃ ： Problem，　 S ； Sublective　daヒa ，　010bjective　date，　 A ：Asesessrnent，　 P ：Plan

　　　　　　　　Dx ；栄養診 断 ，
　 Rx ：栄 養 治療，　 Ex ： 栄養教育

2003〆12／21 ＃ 1
＃ 2
＃ 3S

c）
AP

　過食
一

自己誘発性ir區1吃が 週 に 3 〜4 回

　食事時間が不規則

　栄 養 バ ラ ン ス 不 良

　食べ た い 気持 ちが 優先 で ， 食 べ た 後，太 る の が い や なの で 吐 くよ うに し て い ます．
　体重増加 は常 に，気に して い ます．ス ポ

ー
ツ トレ

ーナーは 「太 りすぎ」 と言 っ て い ます の で ， も っ

と 痩せ な い と思 っ て い ます．
　ス ポ

ー
ツ ク ラ ブ に 4 〜6回 ノ週，エ ア ロ ビク ス ．

　終 始，ドを 向き，栄 養士 に 対 して 不安 の 色を隠せ な い 様子 で あ っ た．ラポ
ー

ル の 形成 を 主 眼 に 現

在の 食生 活の 状 況 に つ い て 聞 き取 りを行 っ た （表 1 ア セ ス メ ン ト参照〉．
　Dx）24時間食事 冂記 と自己誘発性嘔 吐 の 有 無 の 記 入

　Ex） バ ラ ン ス の とれ た 食生活 の 重要性

2004／2121 ＃

SOA

P

　 夕食 後，うた た 寝をす る 習 慣 が何 日 も継続

　過食と嘔吐 する 行為に 関 して苦悩，自分な りに努 力 し て き た こ の 訴 え 多 数．
　 1 丿］の 自己 誘発性嘔吐 回数 1 回， 深夜 の 過 食 回 数 9回

　生 活 時 間 が 遅 くなる ときに 過食
一

嘔吐行為が 多い

　自己 誘発 嘔吐 し な い 回 数 が 目標 に到 達 で き なか っ た こ と を気 に して か ，理 解 を 求 め る訴 えが 目立 っ

が，生 活 習 慣 の 変化は 認め られ な い ．出来な い こ とを評 価す るの で は な く，出来た こ と （自己誘 発

性嘔吐 をし な い 日 ） を 評価 し，1 凵で も継続 で きる よ うに 支援 した．
　Ex）生 活習 慣 の 是 正 の 重 要 性 に つ い て

2004〆3〆24 ＃

sO

A

P

　嘔吐 回 数 が 多 い

　現在，食べ て も食べ て も満足 度が ない です

　ダ ン ス の 先 生 か らは 「食べ て も，吐 くの をや め ろ」 と言 わ れ，1 週 間 吐 くの を我慢 し て い た

　医師か らは 「嘔吐 回数 を減 らす た め に，硬 い パ ン に変史するこ と，食べ るな ら野菜を食べ る よ うに．」
指示 され て い た

　 2 月 の 自 己誘 発 牲 嘔 吐 回 数18回，深 夜の 過 食 回 数 16回， 1 日 2 回 の 代償行動を認め る．
　吐 くこ とを我慢 して い た こ とに よ り，精神的 に 困惑 して い る様 子 で あ っ た．今 後 の 食事 内 容 に つ

い て 患者 と と もに検討 し，菓子 パ ン は 止 め て フ ラ ン ス パ ン に，野 菜料 埋 （ス
ープ 煮やサ ラ ダ な ど）

を付加す る こ とを来月 まで の 口標 と した．
　Rx）フ ラン ス パ ン ＋ 野 菜料理 の 組み合わせ メニ ュ

ー

　Ex）よ く噛 む こ との 重要性 とメ リ ッ トに つ い て

2004〃 7 ＃

S

OA

P

　料 理 の レ パ ー
トリ

ーが 少 な い こ とに よ り， 同
．・
メ ニ ュ

ー
が 多 く料理作 りに あ きが きて い る．

　先月は 吐 くこ とを我 慢 して い た の で 苦痛だ っ た が ， 現在は ， 吐 い て い る の で 気 分 は まずまずで す．

　吐 く回数 も減 っ て い る と思 う．食 事 日記 を つ けて い て，ま た 3 臼 と思 っ た が，吐 く と気持 ち が 落

ち 着 き 次 の 日の メ ニ ュ
ー

は 良好で す．
　フ ラ ン ス パ ン と野 菜 の 組 み 合 わ せ は 実行 し て い ます が，一人 暮 ら しな の で ，キ ャ ベ ツ を 買 っ て も

あまるの で ，同 じ もの を食 べ て い て偏 っ て い るの が よ くわか ります．
　 3月 の 自己 誘 発性 嘔 吐 回数 12回，深夜 の 過 食回 数 13回

　食事 口記をつ け る こ との 意 義 を 理 解 して い る よ うな発言 も多数 見 られ た，自 己 誘 発 性 嘔 吐 は あ る

もの の ，良好で ある，こ の ま ま継続を期待 す る．
　Ex）簡単 にで きる野 菜料理 の 工 夫

200Ψ518 ＃

S

o

A

P

　不 規 則な生活時間に よる 生 活 リズ ム の 乱れ

　人 と会 う機会が 多 く疲れ て 食事 日記が 書けな い の で ， デ ジカ メ を使 っ て記 入 するように な りま し

た ．
　運 動 がぜ ん ぜ ん 出来 て い な い の で ， ヒ ッ プ ホ ッ プ の イ ン ス トラ ク タ

ー
養成 コ

ー
ス に 通 うこ とに し

ま した．
　生 理 不 順 　（こ こ 2 〜3 ヶ 月 ）

　f本重　（十 1．6kg），　体 月旨月方　（十 1．4％ ），　BMI 　23，7、
　 4 月 の 自己誘 発 性 嘔 吐 回 数 蚓 口1， 深 夜の 過食回数20 回

　食 事 日記 の 記入 は苦痛 とい い なが らも，「写 した ら食べ な い とい け な い の で 食べ 過ぎて し ま う」 と

話 し な が ら，笑 顔 も見え，楽 し さが 伺 え る，仕事 が 忙 し くス トレ ス が 多 い た め か ，自己誘発性嘔 吐

の な い 日は，が ん ば っ て 3 日 しか 継 続 で き て い な い ，
　Ex）生 活 リズ ム の 形成 につ い て

2004〆7110 ＃

So

A

自己誘性 嘔 吐 回 数 の 増 加

仕事 が 溜 まっ て ，吐 く回 数 が 増 えて い る．6 月 の 終わ り ごろ か ら不 調．
5月 の 自己誘 発性嘔吐 回数12回 ， 深夜の 過 食 回 数 16回
6 月 の 自己誘 発 性嘔 吐 阿 数17回，深夜 の 過 食 回 数 15回
血 申ア ミ ラーゼ が 5／29で は1261U4 と低下 し たが，6〆19で は 上 昇 1701U几

嘔 吐 し た 口はサ プ リ メン ト （マ ル チ ビ タ ミ ン ） を 服用 し て い た

鬱 の 状態が 伺える ， 口 数 も少 な く悲 しい 様子 で ある．終始 ， 話を聴 く こ とに努 め た．
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症例報告 ；24時 間 食事 日記 で 生 活 時 聞 改善 の 必 要が 認 め られ た 神経 性大 食症 患者の 1例

表 3　体組成の 変化

2  04．2．212e 〔｝4、3．24 2004 ．4．7 20  4582004 ．6」22004 ．71  

、Veigh言（kg）

BM 且

（）i｝〔∋sity 　　［rLde

Percen 書Lx｝dy　fと 睦｛ ％

5642D7

．3

．7

．4

．2

、6

．4

．8

．0

．5

、18437

．6

．562

．8

．6

、0

．5

．3

、3

， 7 表 4 　生化学
検査デー

の変化 200 D2、120 ．4．2200 D5．2920

．6 、19T

img！dDAE

@〈mYd

り A！G

ST （ mg！dD

LT
（
mgdl ） YG

P （ mg「d】 ） Amy

se（［U 〜1 ｝TLC

〔m9 ・ fdl）

〈mg ，”dl） HDL−

o（mg ！dl ） LDし

o （
mgdl

） AS’ 1Fc 【T
in （ mg〆〔H）

BUN〔m9！dり Creati

ne（

！dl72

．02

．

242441601691696ND

．

．

DD．

N．D

D94

．

1．92775

．D，

7

14D6

D547

，

O8

］

7．

4．

2055311312

n13

D8

．o95

．87

｝

D7

．o332911724170

35．82 ．［ 9115 、？ 0．92ASI ：Atheroselerotic

tndex ，　 N ． D

： Not 　 Determlned 食傾 向を 強く

めた． 半三間 にお｝る食 事習 慣と一己 誘 発 性嘔吐

の関係 　食事習 慣 と 自 己誘 発性嘔吐との関係 を 表

ﾉ 示す ． 半 年 間 に おける 調査 H 数に 対 する自己 誘 発

嘔吐の発 生 率 は49 ％であった．調査 日数に 対する

夜摂 取 の H 数 は 53 ％ であ った ． 自己誘 発性嘔 吐 発

日数に対す る 深夜の過食と 嘔 吐 の 両 方 の 発 生日

の割合 は 74 ％ で ， 深 夜 摂 食 発 生 日 数 に 対 する 両方

発生日

の割

は 69 ％で， 深夜 に過 食 と 嘔 吐の習慣が あるこ

を強 く 認 めた ． 考察 　体 組 成 か ら
栄

養

態を診てみると，24 峙間食 事 日
記

より推 定 さ れ る ， 過 食

最高 摂 取 エ ネ ルギ ー 約 8 ，200kcal の 過 剰

取をす る 一 方 ， ダン スのレッスン 3時間に代表
され

る 過剰な運 動 や 白

誘
発

性 嘔 吐の 代 償行 動に よ り， BMI23 ．7 〜

． 3kg 〆 mLt の 範 囲内 でコント ロ ール を し て

た． 患者は 常に 体重 の 数値によ り口己

] 価して お り ，生 活 の質およ び 時 間 も こ の 数 値に よ

大 き く
影 響を受けて いると考えら れた． 　 臨 床

検
査 の

過から， 2月の検査において ， 総コ レステロ ールは 26
9 〆 dl ， 　LDL コ レステロール は

170mg
／dlと脂

代謝の 異 常 を 認 めた． ま た ， 過食 ・ 嘔 吐 が原 因

考えられる ， If 【沖アミラ ー ゼ は1611tJA
ﾆ高値で あ った． 5 月 の 検査に お

いて2 月 の検査 で 高

を 認 め た 3 項
目 に 改善が認めら れた ． しかし なが ら， 6

には， 過食， 深 夜摂 取 ， 1 嘔 吐の 回 数が増 加し ， 血

ア ミラーゼが 17elUA と 再びlt 昇 し た． 血 巾ア

ラ ー ゼ ．E 昇 の原 因 の ひ
とつ と
して ， 過 食 ・嘔 吐の継

による 唾 液腺 腫脹， それに 伴う 唾 液腺
ア

イソザイ

増 加

よるこ
と
が示 さ れ て い る ／ SI ，以上の こ と よ り，本 症 例は 深
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図 2　嘔吐時および非嘔吐時 における
一

日摂 取 エ ネ ル ギ
ー
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図 3　 1 ヶ 月間の エ ネル ギー摂取 と嘔吐 との 関係

表 5　 自 己 誘 発 性嘔 吐 と 深夜摂食 との 関係
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Emesis，　Midnight　intake；向己 誘多壱性嘔 1］「二回 数，深 夜摂食の 冂 数 ／調査 L1数 〔調 杏 日 数 に 対する 各 々 の 発 生 割 合 （％ ）），　 BDth　even しs　to

all　 emesis ： 自 己誘 発性 嘔 ntl：お よ び 深夜摂 食の 発生 1」数 1自己 誘発性嘔 吐 発生 日数 （両 がの 発 生 rl数 に 対す る 自己誘発性嘔 吐 発生 冂数

の 割 合 （％ ）），Both　events 匸o 測 midni 琶ht　intake：自己 誘発性嘔 囗1：お よび深 夜摂食の 発
11
こ［1数 〆自己 誘発性 1區吐 発生 日数 （両 方 の 発 生

日数 に 対する深 夜摂 食発 生 日 数の 割 合 〔％ ｝）
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ミ ラ
ーゼ 値 の 改善が 冕 られ た こ とか ら， 深 夜嘔吐が ア

ミ ラーゼ 値 の 動態 に 影響 して い る こ とが推察され た ．

　 本 症 例 の 必 要 エ ネ ル ギ
ー量は 1，730kcal（Harris−

Benedict の 算 出 よ り ：基礎 エ ネル ギ
ー

消費量 x 生活活

動強度 1．3× ス トレ ス 係数 1．0）で あ り，嘔 吐 な しの R

の 平均摂取栄養量とほ ぼ等 しく量的 に は問題がなか っ

た，しか し， 質的な面か ら診て み る と脂質 の エ ネ ル ギ
ー

比が 30．5％ と推奨 され て い る25％
4 ｝

を大きく上 回 っ て

い た．食事内容か ら，外食が 多く， その 選択メ ニ ュ
ー

は パ ス タ ・ピザ ・サ ン ドイ ッ チ ・ハ ン バ ー
ガ

ーで あ っ

た、また ， ケ
ー

キ ・タル ト ・ワ ッ フ ル
・
ク ッ キ

ー ・ア

イ ス ク リ
ー

ム
・まん じ ゅ う などの 菓 子類や果物は毎 日

食べ て お り ， 甘い ， 脂質の 多 い 食物 の 選択 が 多い こ と

に 起 因す ると考え られた．炭水化物の エ ネル ギ
ー

比は

58％ と見 か け上 ， 理 想的な比率で あるが ， 複合糖質 の

摂取が少 なく，単純糖質 の 摂取比率が非常に多か っ た ．

すなわち，菓子類 に 会まれ る 砂糖か らの 摂取が大半 を

占め て い た こ とを意味 して い た．三 大栄養素の エ ネル

ギー
比率にお い て は嘔吐 の 有無 に か か わ らず ほ ぼ 同 じ

比率 で あ っ た こ とは，食事 の 内容的な変化で は な く量

の 変化 と考 え られ た．今後 の 脂 質代謝 異 常 の 予 防や適

正 な エ ネ ル ギ
ー

比率 に す るに は，主食 ・主菜 ・副菜の

整 っ た バ ラ ン ス の よい 食事 が 1 食で も多 く摂れ る よ う

に 再教育する 必要性が示唆 され た．

　食 習 慣 と自己誘発嘔 吐 との 関係を診る と， 過食 行動

が23時以降 に 多く認 め られ ， そ の 際の 嘔吐率が約 74％

と高値で あ っ た．こ の 結果か ら，深夜過食 と自己誘発

性嘔吐が観察 され，こ の 理 由に つ い て は 明らか で はな

い が，こ れ らの 関連も含め た栄養カウ ン セ リン グお よ

び生活指導の 必要性が考えられた．

　本症例 に 対 して 行 っ た栄養カ ウ ン セ リ ン グは，患者

の 訴 えに対 して 傾聴 し ， ラポール の 形成を図り，出来

た こ と （嘔吐 しな い ） に 対す る評 価を行 い ，食習慣 ・

生活 リ ズ ム の 改善 へ の 重要度や こ れ を実施す るため

の 自己効力感が向上す るよ う支援する こ とを 目的と し

た ．しか し，摂取 エ ネル ギ
ーと 自己 誘 発 性 嘔 吐 の 関係

に 示 す ように，月末や月初めに過 食する傾向が 強く認

め られ る 結 果とな っ た．こ れ は，家業 の 経理 を手伝 っ

て い るため ， こ の 時期 になる と仕事に対する負担や 母

親 と接する機会が多くな る こ とに よる ス トレ ス が 原 因

と考えられ た．現段階 に お い て は ， カ ウン セ リ ング後

の 2 〜 3 日 は 良好な傾向を示す もの の ，コ
ーピ ン グ ス

キル が 未熟 で あ る こ と も起因 して 目標 に 到達 で きて い

な い 状態 で ある．ス トレ ス と感じ た場合は それ を食行

動 の 異常や代償行動で 反 応せ ずに ， 適 切 な方法 で 解決

す る行動 パ タ
ー

ン を患 者とともに考え て い か か なけれ

ばな らな い と再確認 した．

　BN は，他 とは は っ き り区別 され る時 聞 に 短時間 の

間に大量の 食物を食 べ る こ とを繰 り返す ， そ の 時 間中

は摂 食行動を 自己制御 で きない とい う特徴が ある
「）〕

．

こ の 異常な食行動に対し ， 患者が 自覚し ， 認知 の 歪み

を是 正 し，望ま しい 食行動 へ と変容させ る こ とが 重要

で ある．そ の た め に は ，い つ
， ど こ で ， 何 を，ど れ ぐ

らい の 量を食べ た の か を患者自身が認知する必要があ

る た め ， 本症例に 対 して 24時間食 事 日記 の 記録 を行 っ

た．24時 間食事日記 は ， 縦軸に 月 日 ， 横軸 に
一一

口24

時間 の 時間 を設定 し ， 食 べ た時間 ご と に，そ の 内容

を記載 して い くもの で ，患者が 書くこ とに よ り摂取時

間
・
量

・内容を経時的 に 把握す る こ とが で きる lt，視

覚で 再確認で き る．また，患 者 と管理 栄養 土 が 共通

の 認識が得 られ る結果 か ら行動修正 の 目標が 立案 しや

す い ．一
方 ， 欠点と して ， 食べ たそ の つ ど忘れない う

ち に メ モ を 取 る 必要がある．また，食事日記 の 作成に

は時闇を要 しス トレ ス の 原囚 となる．患者に こ の 食事

日記 の 記録を行 っ た感想 を聞 い て みた とこ ろ，「手書

き し て い た時 は，食べ なが らメモ する の で落ち着か な

か っ た り，店 の 入 の 冖が気 に な っ た り，友人に は申 し

わけな く思 っ て い た．で も，写 真 に して か らは ， 写 し

て しまえば，食事に集中で きるように な っ た し，楽 し

みなが ら食べ られる ように な っ た．記録す る と，時間

や量が ひ と日で わか るの で ， 短 時間で 食べ て い る こ と

や間 が 開い て い る こ と な ど が 分 る の で 今後 の 対策 が 立

て やす い ．普通 の ときは，安心する し，目標設定が し

やす く， （自己 誘発性 嘔 吐 を）我慢 す る こ と もで き る

よ うに 思 うの で ，今後も続けて い きた い と思 う．」 と

い うこ とで あ っ た．

　 以上 の こ とか ら，24時間食事目記は食事の 時間 ・内

容
・
量を定量 的 に解析 で きるだ けで な く，患者が 自己

の 認知を自覚 し うる こ とが可能で ある と推測され ， ま

た，こ れ らの 共通認識が 得 られ る 結果か ら実施 され る

栄 養カ ウ ン セ リン グ は ， ラポ
ー

ル の 強 化 に つ な が り，

患者の 行動修 正 の 動機づ けに ，有効 で あ る と考え られ

た．

　 AN と異 な り BN は生命 に 直接危険をお よ ぼす もの

で はな く，摂 食障害患者に み られ る 不適切 な認知 パ

タ
ー

ン に 対 し，患者が 自覚 し，認知 の 歪 み を是 正 し，

行動に 反 映させ る こ とで ある．そ の た め に は，患者 の

考 えを否定す る の で は な く， 患者の 考 え 方 に 寄 り添 い ，
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あせ らず対応 し て 行 く こ とが重要で ある と考える，今

後も継続 して24時間食事 目記 を用 い ，食生活 ・生活 リ

ズ ム の 適正 化 を は か っ て い く予定で ある．

　なお，本論文 の 要旨は第26回臨床栄養学会総会 ， 第

25回臨床栄養協会総会 ， 第 ll回大連合大会 （平成 16年

10月，大 阪 ） に て 発表 した．
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